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  8.28 ～ 29　九州ルーテル学院大学

1  | 法人会連合総会
アワーミッションレポート「沖縄平和セミナー」

『神様は刺身がお嫌い？』

2  | 牧師の声・信徒の声

東洋と西洋の対話⑦
3  | 信仰の学び、養いを生涯続ける⑦

神学生寮の思い出

クリスチャンのライフカレンダー

LAOS講座

4  | るうてるトピックス

チャリティーコンサートのお知らせ

グループワークキャンプ

IWC 参加者募集のお知らせ

会議のお知らせ、訃報

訂正、電話番号変更、他

1  |バイブルメッセージ

あなたの足跡には一輪の花が

2  |大人を育てる絵本からのメッセージ

HeQi Art 聖書物語

たろこまま「いのちを語る」

C O N T E N T S
目  次

福音版

法人会連合総会

アワーミッションレポート 　西教区沖縄平和セミナー
　西教区では、8月27日～30日にかけて、沖縄・ぎの

わんセミナーハウスにて、沖縄平和セミナーを開催し

ました。独自の平和教育に取り組む西教区・教育部

長の平岡博さんにお話をうかがいました。

―沖縄平和セミナーを始めた経緯を聞かせてください。

　西教区は、被爆地広島や、喜望の家というディアコ

ニアセンターを抱える地区として平和の問題に強い

関心を持ち続けています。中高生に是非とも一緒に

この問題を考えて貰いたいという先輩達の強い希望

からこのセミナーは始まりました。

―以前はどういうキャンプをしていましたか？

　教区の行事として第１回はやはり沖縄で 2001 年

に、第 2 回は広島で 2005 年に開かれました。主に中

高生を主体としたキャンプですが、青年や壮年も加

わったキャンプとなっています。

―今回の目的は何ですか？

　気づくということ、気づかされるということです。沖縄

は日本の縮図であると言われるほど沢山の問題を抱えて

います。その沖縄で「平和を実現する人々は幸いである」

（マタイ５章）のみ言葉を生きている人に出会ってほしい

と思いました。沖縄は日本の領土であること。62年前に悲

惨な戦争がこの美しい島で行われたこと。今も基地を抱

え、ここでは日常的に戦闘機、爆撃機が空を行き交ってい

ること。平和を訴え行動している人たちが沢山おられる

こと。イエス様の言われたことを実現するために活動し

ている人たちの働きを伝えたいと思いました。実際に目

で見たり耳で聞いたりしないと分からないことを、体験し

てもらうのが目的です。

―プログラムについて教

えてください。

　沖縄戦の主戦場となっ

た南部を回り、ひめゆり記

念館、アブラチがま（鍾乳

洞を利用した病院）、普天間基地、嘉手納基地などを見学

しました。また、辺野古の美しい海への基地の移設に反対

活動を続けている方々の話を聞き、ピースメーカーという

ボートに乗せて頂きました。ハンセン病患者さんのため

の施設に宿泊し、元患者さんの苦難に満ちたお話をうかが

いました。佐
サ キ マ

喜真美術館を訪れ、沖縄戦を描いた大きな絵

画に思わず息を飲みました。

―沖縄で学んだことは何ですか？

　参加者の声をあげると何を学んだか見えてきます。

「平和は守るものではなく創り出すこと」「日本は 47

都道府県ではなく 46.5 だ」「戦争の最大の犠牲者は

民間人、つまり女性、子ども、老人であった」「この愚

かな戦争を繰り返してはならない」。

―中高生キャンプについての展望について聞かせてください。

　このように、子どもも大人も一緒に平和を考えるセミ

ナーはとても貴重な体験です。教区では毎年は無理ですが

２年に一度は開きたいものだとお話しているところです。

　8月28日～29日にかけて九州ルーテル学院大学を会場

に第6回るうてる法人会連合総会が開催されました。「ルー

テル宣教の歴史遺産（“凄さ”）を振り返り、ミッションの原

点・射程を確認する」というテーマのもと、学校法人、社会

福祉法人、宗教法人の代表者並びに関係者が集まりました。

　基調講演では、潮谷愛一氏（九州ルーテル学院大学教授）

が「ルーテル宣教の原点と展開―潮谷総一郎の歩みから学

ぶこと」と題して語り、父総一郎氏の信仰と社会福祉の働き

の原点に耳を傾けました。

　その後、前総会での決議と要望を受けて各法人及び幼稚

園・保育園連合会（以下幼保連）、社団法人、諸委

員会からの報告を受けました。それに続いて①

「諸法人の活動と教勢の伸張（徳弘氏）、②「ルー

テルの“凄さ”を見直す」（尾田氏）、③「諸法人の

人材育成と教会」（市川氏）、④「グローバルな可

能性と諸法人」（浅野氏）の発題を聞き、分科会で

議論して決議案として提案されました。

　今総会にて、決議された主な内容は次の通りです。

「連合とは何か、周知の方策を策定する」「法人の枠を超え

た協働の実施に取り組む」「信仰継承のためのプログラム

を実施する」「法人会の諸資産を共有し、将来計画に役立て

る」「研修の体系を整備する」「共同して若き働き人を育てる

ため、連携、協力する」「法人会連合として、グローバルミッ

ションに対する方策を構築する」「教会推薦理事研修会を開

催する」。以上のような決議事項の実現を目指し、各法人で

の働きを展開することになります。次回は、来年8月に大阪

を会場として開催される予定です。
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< 信徒の声 >教会の宝石を捜して

< 牧師の声 >

西教区 
岡山教会･松江教会･高松教会  牧師

エレミヤ書 15 章 16 節

あなたの御言葉が見いだされたとき、
わたしはそれをむさぼり食べました。
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平岡（以下「平」）：パンとぶどう酒を食卓に整えた私達

は、聖餐の感謝を祈ります。

Lathrop（以下「L」）：福音書とパウロ書簡に見い出す最後

の晩餐の記事によれば、イエス様は食事の初めにパ

ンを取り感謝し、そして食事の終わりに杯を取り感

謝しました。この感謝の祈りは時には「祝福」と呼

ばれ、その名は神に感謝し神を讃美し、神の御業を

称え宣言した古代ユダヤ人の食事の祈りの形式か

ら取られました。

平：最も日常的人間の営みは、最も非日常的事柄である

神の聖さを示すために用いられます。霊性が物質

と深く結びつき、神の聖がキリストの人間性に於い

て現れたように。

Ｌ：同じ物語において、イエス様は弟子たちに「これを行

いなさい」と告げます。即ち、弟子たちもまた、パンと

杯を取り感謝し、それからキリストの体と血による

この驚くべき贈り物を共に食べ飲みなさいと。そし

てこの時から、イエス・キリストの教会は主の食卓

で感謝してきました。この感謝の祈りにはたくさん

の異なる形式があります。しかし、ルター派では通常

いつでも、牧師と会衆の間で交わされる対話、全世界

の創造と贖いにおける神の救いの業の宣言、天使の

歌（サンクツウス）、晩餐でのイエス様の約束の言葉

の告知、そして主の祈りが含まれます。また、感謝の

祈りは、一部に於いて、この食事が用いられるための

聖霊祈願や、三一神への頌栄をも含みます。

平：節供が供物を意味していたように、神々を祀ること

と食物は不可分の関係にあります。しかし人間が

神々に捧げる食物は、今、神の恵を受け取るための

驚くべき贈り物として、私達に与えられます。

Ｌ：主の食卓におけるこの行為はキリスト教の最も

特徴的なしるしの一つと言えます。キリスト者

は食物を感謝し、そしてイエス様を感謝します。

その時、私達は飢えに苦しむ人々と食物を分け合

い、そして、全世界の人々とイエス様の福音を共

有するのです。

第 7回　私達は食卓で感謝します。（聖餐の感謝―サンクツウス・設定・主の祈り）
それから、イエスはパンを取り、感謝の祈りを唱えて、それを裂き、使徒たちに与えて言われた」　　　　　　　　

　(ルカによる福音書  22章19節a)
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  みんなに“ありがとう”！

               ～1人ではなかった～

 みなさんご存知のように、私は離婚して

娘と2人で生活してきました。小学生だっ

た娘には寂しい思いをさせましたが、元

気に育ってくれ、近々結婚することにな

りました。お世話になったみなさまにこ

の喜びをご報告させていただきます。

 こんな幸せな日がくるなんて20年前に

は考えられませんでした。離婚当時まだ

信仰を持っていなかった私は、悲しみと

不安の中で懸命に出口を探している状態

でした。神様はそんな私を憐れんでくだ

さったのでしょう。今は亡きKさんとの

出会いを通じて教会へと導いてくださっ

たのです。

 その後、娘と2人で見知らぬ土地に引っ

越しましたが、そのときも神様は必要な

ものをすべて用意してくださいました。

信仰の浅い私が大きな恵みをいただい

て、これまで生きてこられたことを常に

感謝しております。そしていつも励まし

支えてくださったみなさまにもお礼を申

し上げます。
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　ルーテル学院大学・神学校名誉教授

徳善 義和

東教区　
蒲田教会

渡邉 純幸

■募金活動にご協力下さい■

　従来の寮棟を『ルターホール』と名称

を変え大改修します。この事業にご理解

いただき、ぜひとも募金にご賛同、ご協

力お願いいたします。

募集期間　2007年４月～2009年３月

送 金 先 　学校法人 ルーテル学院

取扱機関　郵便振替口座00140-2171183
（所定の郵便振替用紙をご利用下さい）

銀行口座　三菱東京UFJ銀行三鷹支店

普通口座　4126089

名    義　学校法人 ルーテル学院

【お問い合せ】

ルーテル学院大学･神学校後援会（0422-31-4611）

教会事務局（03-3260-8631）

「この世を生きる」を終えて
刈谷教会　島田善宏

　人間はある程度の年齢に達すれば自然

に適度な諦めというものが出てくるよう

だ。自身の歩んできた道程は変更不可能で

あり、大いなる者に委ねる他に手立てがな

いことに気付くからであろう。どのような

人であっても個人の人生などというもの

は当の本人でさえ、まして家族、兄弟姉妹で

あっても本質的にはわからないのである。

　思い出すことができる不正確で断片的

な記憶は、人々にとってはコンピューター

のように保存時刻まで正確に取り出せる

ものよりも遥かに価値があり、むしろそこ

に神の救いと導きが存在しているのであ

る。そして、ルターの「たとえ明日この世界

が終わると分かっていても私は今日一本

の林檎の木を植えるだろう」という言葉の

中に、神の慈しみと愛と希望を見出せるの

である。

　私たちは、不平等で不公平で混沌とした

人間の歴史の中

で、神を信じ生き

抜いた人々の中

にその証しを垣

間見るのである。

※執筆者によるLAOS講座はjelc.TVで御覧いただけます。
　URL　http://jelc.tv/

写真は、按手式風景（1975年 3月、日本福音ルーテル市ヶ
谷教会にて）正面左側より、松隈貞雄氏、尾田光司氏、杉山
晴吉氏、谷川卓三氏、藤井邦昭氏、松木傑氏、筆者
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TOPICS  9月　
9月12～14日 全国教職研修会

　晴海グランドホテ
ルを会場に全国教職
研修会が左記の日程
で行われました。研修
内容は講義（ルター教
会論と教職論、ビジネ
ス講習）、説教演習、牧
会事例研究など。

9月16～17日 NCC教育部全国教会教育フェスティバル
　淀橋教会にて開催。
150名が集った。テーマ
は「種をまこう！－涙
と共に種を蒔く人は、喜
びの歌と共に刈りいれ
る」。夜のプログラムは
JELCが担当し、小澤実紀
さんのコンサートも開
かれた。

9月17日 神戸ルーテル神学校創立50周年 感謝礼拝･祝賀会･記念講演会
　神戸ルーテル聖書学院が今秋、創立50周年を迎え、記
念礼拝、祝賀会、講演会が開かれた。感謝記念礼拝は、ノル
ウェールーテル伝道会O.ツルワン総主事を説教者に迎
え行い、祝賀会では50年を振り返るスライドショー、神
学生による劇などが行われた。記念講演会では、江藤直純
先生が「21世紀 -世界におけるルーテル神学校の使命」
をテーマに語られた。

9月22～24日 第11回全国青年修養会
　今年は「創造」をテーマに3日間の日程で開催された。場
所は福岡市東地区の箱崎教会、聖ペテロ教会、恵泉幼稚園。
詳しくは次号掲載。

9月24日 一日神学校
　ルーテル学院大学にて2007年度一日神学校が開かれた。
開会礼拝に始まり、ルーテル学院教員陣による13の講演、
ラウンジコンサート、チャペルコンサートが行われた。ま
た、小中学生を対象にした「こどもしんがっこう」も開かれ
た。詳しくは次号掲載。
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第4回インド・ワークキャンプ（JELA-JELC共同プログラム）
■期間：2008年 2月 26日～3月7日
■企画：日本福音ルーテル社団（JELA）･日本福音ルーテル教会（JELC宣教室）
■募集人数：10名前後（書類選考あり）
■参加費用：150,000円（予定）■対象年齢：18歳以上
■締め切り：2007年12月2日
■問合せ・申し込み：教会事務局宣教室（担当：乙守）

mail：mission04@jelc.or.jp/FAX：03-3260-1948
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